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魂のスーフィズム的地図作成

関連リンク：魂の5つの地図, フィトラと調和の輪, 心のヘシカスト的地図学, 調和主義と諸伝統, Logos, ダルマ.



イスラム文明の遺産において、タサウフ（西洋世界ではスーフィズムと呼ばれるようになったもの）は、魂の内面的な地図が最も精密に描き出された学問である。 「フィトラ（フィトラ）」が、人間のコーラン的基盤を存在論的な与件——直立して創造され、その本質においてタウヒード（Tawḥīd）に向けられている——として指し示すのに対し、スーフィズムは、その基盤を覆い隠す曇りの下からそれを回復させる道の実践的科学を指し示す。「フィトラ」は教義であり、「タサウフ」はその教義が求める実践である。

この区別が重要なのは、スーフィズムがイスラームへの付加物でも、それから逸脱したものでもないからである。それは、コーランとスンナの正統的な枠組みの中で発展し、預言者にまで遡る師弟相伝の途絶えぬ系譜（シルシルラ）を通じて伝承されてきた、内面的作業――タズキヤト・アル＝ナフス（魂の浄化）という経験的科学――に対する、イスラーム伝統独自の体系化なのである。 この伝統の偉大な師たち――アル＝ガザーリー、イブン・アラビー、ルーミー、アル＝クシャリー、イブン・アル＝カイーム、アフマド・アル＝シルヒンディー――は、自分たちを、より広範なイスラム共同体が依存しつつも常に体系化できるとは限らない「内面的科学」の専門家であると自覚していた。 タサウフは、キリスト教におけるヘシカズムやヒンドゥー教におけるクリヤ・ヨガと同様に、イスラム教において、その伝統の瞑想的な深みが保存され、洗練されてきた、系譜によって伝承される修行法である。

魂に関するスーフィの地図学は、ハーモニズムが主要な地図学として認める、インド、中国、アンデス、ギリシャ、キリスト教に並ぶ、文明規模の5つの地図の一つである。それは、独自の解剖学、独自の順序、そして独自の生きた伝承の連鎖を通じて、同じ内面の領域を描き出す。用語が異なっても、それらが描写する構造的現実は同じである――それはまさに、調和実在論が予測するところである。


ナフスの解剖学――魂の七つの段階

スーフィズムによる内面生活の地図化は、ナフスから始まる。これは、明確な翻訳を拒む用語である。「自己」はその一部を捉え、「魂」は別の部分を捉える。「エゴ」は初期の文脈での用法を表し、「プシュケ」はギリシャ語の広範な意味において最も近い。 ナフスとは、具現化された自己性の全層を指す。すなわち、動物的な衝動、感情的な反応性、道徳的良心、内省的な自覚、静寂な証人といった要素である。これらは別個の能力としてではなく、変容を遂げる単一の内面的現実における段階的な位置として理解される。

クルアーンは三つの主要なナフスの状態を挙げているが、スーフィズムの伝統はこれらを七つの段階へと展開させた。クルアーンの三つの状態：

ナフス・アル＝アンマラ・ビ・アル＝スウ — 「悪へと駆り立てる魂」（スーラ・ユースフ 12:53）。欲望、傲慢、自己保存の衝動が人を支配する、浄化されていない状態。これは魂が最も動物的な次元にある状態であり、反応的であり、自己中心的であり、自身の状態に無自覚である。 ガフラ（不注意）がその雰囲気を醸し出している。この状態にある人は、自分がその状態にあることを自覚していない。アッ＝マルラの状態の特徴は、まさにその自己認識がまだ内面に向いていない点にある。

ナフス・アル＝ラワマ — 「自らを責める魂」（キヤーマ章 75:2）。良心が目覚める境地である。魂は自らの欲望を認め、それに対して自らを責める。これは道の始まりであり、完成ではない。なぜなら、方法のない自責は、過ちと後悔の間をただ揺れ動くだけになるからである。「ラワーマ」の状態は、内面的作業が可能になる瞬間を示すという点で、霊的に決定的なものである。自責がなければ、浄化への動機は生まれない。

ナフス・アル＝ムットマインナ — 「安らぎの魂」（『ファジュル章』89:27）。内面の安息の段階であり、魂は十分に浄化され、もはやその欲望に支配されることはない。 この境地において、クルアーンは魂に直接語りかける。「おお、安らぎの魂よ、満足し、また満足される者として、あなたの主のもとへ帰れ」—— irjiʿī ilā rabbiki rāḍiyatan marḍiyyatan。 ムットマインナの段階は、伝承においてファナーおよびバカーと呼ばれるものへの入り口である。すなわち、神の実在における個我の消滅、そしてその実在の中に魂が存在の様態として存続することである。

ラワーマとムットマインナの間に、後の伝統は中間的な段階を挿入し、ナクシュバンディー派やシャディリー派において正統的なものとなった七段階の序列を生み出した：アッマーラ → ラワーマ → ムルハマ → ムットマインナ → ラーディーヤ → マルディーヤ → カーミーラ。 ムルハマとは霊感を受けた魂であり、内なる導きが自発的に訪れる段階である。ラーディヤとは、自らの好みを捨て去り、神に深く満足している魂である。マルディヤとは、神が深く満足している魂であり、この相互関係が完成した状態である。 カーミラとは、完成された魂であり、インサーン・カーミル（完全な人間）の境地である。これは、神の属性が完全に映し出された完全な人間を指し、イブン・アラビーの『フトゥハト・アル＝マッキヤ』や、イブン・アル＝カイム・アル＝ジャウズィーヤの『マダリジュ・アル＝サーリキーン』において最も詳細に論じられている。

この順序は、単なる伝記的な彩りではない。これは、魂が固定された既成のものではなく、進展するものであること――すなわち、ammāra（命令する魂）の状態にある人間と、kāmila（完全な）の状態にある人間とは、異なる時点における同一の存在ではなく、次第に顕現していく同一の存在論的構造であることを、スーフィズムの伝統が示す方法なのである。 人間は、これらの段階を乗り越えることによって、その「あり方」へと至る。これはまさに、異なる次元における「調和の道（輪）」そのものであり——統合の螺旋、つまり修行者が最終的な状態に「到達」するのではなく、一巡ごとに「輪」により深く「入り込んでいく」という連続的な深化の過程である。



ラターイフ — イスラームの微細体解剖学

ナフスの段階と並行して、スーフィーの伝統は微細な中心点——ラターイフ（単数形 ラティーファ、 「微細な実体」または「微細な器官」）——の解剖学を発展させ、それを通じて内面の働きを、肉体を持つ人間の特定の位置に投影した。ナクシュバンディ派とクブラウィ派はこの解剖学を最も精密に体系化したが、その概念は伝統全体に見られる。

五つの主要なラターイフ：

カルブ — 心臓。胸の左側に位置する。物理的な臓器ではなく、物理的な心臓がその外的な表現である霊的な器官である。 qalbは信仰の座であり、人間が神を直接知ることのできる能力である。アル＝ガザーリーが『イフヤー・ウルーム・アル＝ディーン』においてmaʿrifa（認識的知識）の主要な道具と呼んだものである。有名なハディース・クドゥーシー—— 「わが天とわが地は、わたしを包みきれない。しかし、わが信じるしもべの心は、わたしを包みきれる」——は、qalbを神の臨在が宿る内なる聖所として位置づけている。

Rūḥ ——霊。胸の右側に位置する。 より高次の霊的原理であり、アダムが創造された瞬間に彼に吹き込まれたものである（wa-nafakhtu fīhi min rūḥī — 「そして、私は彼にわが霊を吹き込んだ」、スーラ・アル＝ヒジュル 15:29）。rūḥは人間の超越的な極であり、人が上から来る神聖な秩序に参加する次元である。

シル — 秘密、心の最も奥深い部屋。カルブが家であるならば、シルはその聖域である。シルとは、直接的な証しを行う能力であり、単に神について知っているだけでなく、概念という仲介者なしに神と出会う純粋な自覚である。

ハフィー — 隠されたもの、シルの彼方。そこでは、その「見ること」さえも消え去り、残るのはただ「見られるもの」のみである。ハフィーは、ファナーの前提条件である。

アクファ — 最も隠されたもの、最も内なるラティファ。神聖な火花そのものであり、魂の全構造が組織される、被造物ではない光の一滴である。一部の伝承では、これはルフ・アル・クドゥス（聖霊）と同一視され、人間の内なる最も深き神聖な臨在とされる。

これは、インドの地図学がチャクラ体系として描き、ヘシカストの地図学がnousのkardiaへの降下として描き、ケロの伝統がñawisと呼ぶものを、イスラム教が展開したものである。 具体的な幾何学的配置は異なる――latāʾifは垂直な脊椎軸に沿ってではなく、胸の周囲に配列されている――が、構造的な主張は同一である。すなわち、人間は単一の意識の塊ではなく、規律ある修行を通じて次第に微細な気づきの中心が活性化されていく、層状の内面である。

ハーモニック・リアリスト的解釈によれば、これら五つの図式は、異なる重点を置いて同じ解剖学的構造を描き出している。チャクラ体系は、根底から頭頂へと至る垂直軸を前面に押し出す。道教のdāntián体系は、三つの主要な貯蔵庫を前面に押し出す。ヘシカストの下降は、nousがkardiaへと向かう単一の動きを前面に押し出す。スーフィのlatāʾifは、心臓内部の同心円状の部屋が段階的に開かれていくことを前面に押し出す。 それぞれの地図は有効な表現であり、その領域を網羅するものは一つもない。その構造は実在しており、十分に深く探求するあらゆる伝統がそれを特定する。



方法論 — ズィクル、ムラカバ、ムハサバ

スーフィズムを単なる感情ではなく科学たらしめているのは、その方法論の特異性である。三つの実践的規律が伝統全体を貫いている：

ズィクル — 記憶。神の名をリズミカルに唱えることであり、声に出して（ズィクル・ジャフリ）あるいは心の中で（ズィクル・ハフィ）、個人で、あるいは集団の輪（ハルカト・アル＝ズィクル）の中で行われる。 ズィクルはスーフィ実践の原動力である。「ラー・イラーハ・イッラッラー（神以外に神はいない）」という言辞は、単に同意すべき神学的な命題ではなく、その意味が実践者の意識の本質となるまで、その中に身を置くべき公式である。 クルアーンの戒め「そして、あなたの主を多く記念せよ」（スーラ・アール・イムラーン 3:41）は、スーフィの伝統において、その道全体が組織化される中心となる実践的命令と見なされている。

ズィクルとは、ヘシカストの伝統が「イエスの祈り」を通じて、バクティの伝統がジャパを通じて、金剛乗の伝統がマントラの反復を通じて行うものに対応するイスラム教の行為である。その根底にあるメカニズムは同じである。すなわち、神聖な公式を絶えず用いて人の注意の構造を再編成し、その公式が自存的となり、実践者の日常的な意識が、記憶が絶えず作用する基盤となるまで続けることである。 特にナクシュバンディ派はこの手法を高度に発展させた。「ハトム・イ・フワジャガン（閉じた追念の円）」や、教団の11の原則（持続的な注意の姿勢としての「ヤード・カルド」＝「追念」を含む）は、これまでに開発された継続的な祈願のための最も洗練された実践法の一つを構成している。

ムラカバ — 見守り、警戒。 神が見守っているという自覚を維持する内面的実践であり、時を経て、神が自分自身の内側で見守られているという自覚へと変化する。「ムラカバ」はガブリエルのハディースに根ざしており、その中で預言者は「イフサン」（至善）を、「あたかも神を見ているかのように神を崇拝し、もし神が見えなくても、神があなたを見ていることを知る」ことであると定義している。 この二重の動き――神を見る、神に見られる――こそが、内面的生活全体の実践的姿勢となる。アル＝ガザーリーは『イハーヤ』において、ムラーカバをムハーサバと並んで、道における主要な段階の一つとして扱っている。

ムハーサバ — 清算、自己点検。一日の行動、思考、意図を振り返り、ナフスがどこで命令し、良心がどこで非難し、記憶がどこで途切れたかを辿る、毎晩の実践である。ムハーサバは、キリスト教の「エクザメン」、 エピクテトスやマルクス・アウレリウスに見られるストア派の夕べの省察、アンデス地方の「カウサイ・プリイ（kawsay puriy）」という人生の振り返りと対応するものである。これは、これなしには内面的修行が深まらないフィードバックのループである。

これら三つの修練――ズィクル、ムラカバ、ムハサバ――は、ナフスをその段階を経て導き、ラターイフを次第に開いていくための実効的な三つの柱である。これらは伝統の中での選択肢などではない。それらは、アンマラからムットマインナへの移行を実際に生み出すものに対する、伝統そのものの理解なのである。 これらの方法を伝授しないスーフィーの師は、伝えるべきものを何も持っていない。



地平線 — ファナーとバカー

スーフィの道の最終的な地平線は、常に連続して現れる二つの用語によって名付けられている。すなわち、ファナー（消滅、消え去ること）とバカー（存続、残ること）である。これらは二つの別々の状態ではなく、一つの動きの二つの側面である。

ファナーとは、神の現実において個別の自我が消え去ることである。一滴の水は海へと還り、波は海へと還る。人は、神に対峙する独立した中心として自らを経験することをやめ、かつて「私」と呼んでいたものが、唯一の真の主体が神である現実の中での一時的な構成に過ぎなかったことを発見する。アル＝ハラージュの叫び——アナ・アル＝ハック（ 「私は真理である」——この言葉のために彼は西暦922年にバグダッドで処刑されたが、これはこの境地における最も有名な言説であり、伝統上、彼の死が殉教であったか慈悲であったかについては議論が続いている。いずれにせよ、その公の表明は軽率であったとしても、その言説自体はファナーの真の表現であると理解されている。

バカーとは、ファナーがその役割を果たした後に、神の中に自己が存続することである。消滅は終わりではない。自己は戻ってくる――しかし、その中心がもはや自己ではない自己として戻ってくるのである。 インサーン・カーミル、すなわち完全な人間とは、ファナーを経てバカーに留まる魂のことである。神において消え去り、今や世界における神聖な実在の生きた表現として、神の内に存続しているのだ。 これこそがイブン・アラビーの独自の貢献である。完全な人間は消滅するのではなく、神が創造の中に顕現した自らの属性を見つめる鏡となるのである。

インドの思想地図の地平との構造的な一致は極めて正確である。アドヴァイタ・ヴェーダーンタがジヴァンムクティ（生けるままの解脱）と呼ぶものは、スーフィーの伝統においてファナーの後に続くバカーの安定した状態として名付けられている。 マクシムス・コンフェッサーが「テオシス」と呼ぶもの、ケロの伝統が完全なエネルギーの統合段階として「カワク」と位置づけるもの、ニッサのグレゴリオスが「エペクタシス」と呼ぶもの――これらはすべて、それぞれの文明の語彙で表現された同一の地平である。個人は消滅するのではなく、分離という錯覚をもたらしていた覆いの下で、常にそうであった姿として顕現されるのである。



生ける連鎖――シルシラと教団

スーフィズムは、教義の集まりでも、テキストの図書館でもない。それは生きた伝承の連鎖である。シルシラ――師から師へと遡り、預言者に至るまでの秘伝の連鎖――こそが、この伝統の存在論的な背骨である。 生きた師を持たないスーフィーは、単なる理論家に過ぎない。実際の修行は、師弟関係の中で、特定のṭarīqa（タリカ）という修道団の独自の規律——独自のadab（礼儀作法）、独自のawrād（祈祷文）、独自の修行方法——の中で行われる。

主要な教団は数多く存在する――カーディリー、チシュティー、リファーイー、シャードリー、ナクシュバンディー、マウラウィー、ハルワティー、ティジャーニー、スフラワルディー、そしてその下位分派を含め数十に及ぶ。その中で、『ハーモニスト』の読者が実際に遭遇する可能性が最も高い、現存する伝承として特に注目すべきものが二つある：

シャディリー教団は、北アフリカのアブー・アル＝ハサン・アル＝シャディリー（1258年没）によって創立され、イブン・アター・アッラー・アル＝イスカンダリー（その著書『『ヒカム』は、アラビア語圏で最も洗練されたスーフィ文献の一つに数えられる）、そしてモロッコやエジプトの偉大な系譜を通じて受け継がれている。シャディリー派のアプローチは、日常の生活と「道」との両立性を強調する――神を悟るために世を捨てるのではなく、この世の中で神を悟るのだ。その方法は、絶え間ない念誦（ズィクル）と、日々の活動の中で心を注ぐ修行に向けられている。

中央アジアでバハー・アル＝ディーン・ナクシュバンディ（1389年没）によって創立され、アブー・バクル・アル＝シッディーク（預言者の同伴者であり初代カリフ）にまで遡る「黄金の連鎖」を通じて伝承されたナクシュバンディー教団は、ラターイフ（微細な霊性）と沈黙の誦念に関する最も精緻な理論を発展させた。 ナクシュバンディー派が主張するkhalwat dar anjuman（「群衆の中の孤独」）は、シャディリー派と同じ原理を表している。すなわち、内面的修行は世を逃れることによって行われるのではなく、この世の中に内なる聖域を確立することによって行われるのである。

これらの系譜が七、八世紀にわたり途絶えることなく維持されてきたこと――預言者伝承のより深遠な系統においては十四世紀にわたり――は、それ自体が確かな事実である。スーフィーの伝統は再構築されたものではない。それは、モロッコからインドネシアに至るイスラム世界全域において、数千の生涯にわたり数十世代にわたりその方法と地平が検証されてきた、連続した伝承なのである。 この広大な領域において、同じ「ナフス」の段階、同じ「ラターイフ」、同じ「ズィクル」と「ムラカバ」の方法、同じ「ファナー」と「バカー」の地平が、繰り返し現れるという事実は、まさに調和実在論が予言したような、文化横断的な検証である。すなわち、ある伝統が単なる文化的投影を構築するのではなく、現実の領域を実際に描き出している場合に生じる検証である。



現代における断絶：ワッハーブ派とサラフィー派による伝承の破壊

千年以上もの間、スーフィーの伝承を支えてきた途切れることのない連鎖は、現代において根本的に破壊された。それは消滅したのではなく、断片化され、制度的な包囲下に置かれたのである。 この断絶の主たる要因は、ワッハーブ主義とその同盟関係にあるサラフィー運動の台頭と世界的な拡散であり、これらはイスラム教内におけるṭarīqas（タリーカ）、すなわち瞑想的系譜、そしてtaṣawwuf（タサウフ）そのものの正当性に対して、組織的な攻撃を仕掛けてきた。

ワッハーブ主義は、18世紀の中部アラビアにおいて、ムハンマド・イブン・アブド・アル＝ワッハーブ（1703–1792）によって興った。彼は、自らが「純粋な」イスラムと理解した、初期の世代（サラフ・アル＝サーリフ、「正しい先人」たち）の時代への回帰を主張した学者である。 この運動の主な標的は、キリスト教やユダヤ教ではなく、イスラム教の内的実践――具体的には、聖人の崇敬、聖廟への参拝、スーフィ教団の権威、そしてワッハーブ派の学者たちがbid’a（革新）およびshirk （神への多神崇拝）と非難したものであった。スーフィ派が預言者の存在を、霊的な心を通じてアクセス可能な永遠の現実と見なし、霊的師への崇敬を預言者に至る伝承の連鎖への調和と捉えたのに対し、ワッハーブ派はこれを偶像崇拝として非難した。スーフィ派がḥalqat al-dhikr（ズィクル会）の中で、dhikr（リズミカルな神への呼びかけ）、恍惚状態の祈り、そして音楽に没頭したのに対し、 ワッハーブ派は、これらの慣行をイスラム法の文字通りの解釈に反するものとして攻撃した。

これは、学術的な言葉で表現された神学的な意見の相違ではなかった。19世紀にサウード家と結託したワッハーブ派の軍勢がヒジャーズを征服した際、彼らはスーフィ派の教団と議論を交わすことはなく、それらを破壊した。聖者の聖廟は取り壊された。「テッケ」（スーフィ派の修道院）は閉鎖された。師たちは追放されたり処刑されたりした。 図書館は焼き払われた。この攻撃は、制度的乗っ取りという明確な構造を持っていた。すなわち、聖典の文字通りの解釈が国家権力を通じて武器化され、秘教的な系譜は、その制度的な器から体系的に切り離されたのである。これは、プロテスタントが瞑想的な修道院の伝統を拒絶し、制度的なカトリックがそれを周縁化した際に苦難に満ちたキリスト教したのと同じパターンである。しかし、イスラムの場合、その攻撃はより徹底的かつより最近のものであり、それを支える国家機構は直接的な暴力を振るうことを厭わなかった。

20世紀後半、サウジアラビアの石油国家による支援から生まれたのは、イスラムの「正統性」の規範的基準としてのワッハーブ主義とサラフィズムのグローバル化であった。サウジアラビアが資金提供した学校（マドラサ）、出版物、説教者たちは、スーフィズムが単に誤っているだけでなく、イスラム的ではないとするイスラムのビジョンを世界中に広めた。 ṭarīqa（タリカ）の兄弟団、silsila（シルシルラ）を通じた伝承、師の内在的な権威――これらすべてが、純粋な一神教からの逸脱として位置づけられた。多くの地域において、ワッハーブ主義は宗派的な立場としてではなく、イスラムそのものへの回帰として提示された。この物語に疑問を呈するムスリムは、信仰の枠から完全に排除される危険にさらされた。

この混乱の中でも地図そのものは残った――知識そのものはいかなる単一の機関にも依存していない――が、伝承の連鎖は断絶してしまった。サウジアラビア、エジプト、そしてますます広まるアラブ世界において、ṭarīqasは、不安定な寛容状態、あるいは積極的な弾圧の下で活動している。 北アフリカでは、モロッコのṭarīqas、特にシャディリー派の系譜は、より大きな継続性を維持してきた。これは、モロッコ自体が比較的自律的な立場にあること、そして教団がモロッコの国民的アイデンティティの中に深く根を下ろしていたことが一因である。トルコでは、オスマン帝国のスーフィズムの残存勢力は、アタテュルクの世俗化政策によって地下に追いやられたが、アタテュルクの死後、異なる形態で再び姿を現した。 中央アジアでは、ṭarīqasはポスト・ソビエト諸国から疑念や敵意の眼差しで見られている。インドネシアやパキスタンでは、一部の教団が依然として活気を保っているが、そこでもサラフィ派による批判がイスラム教徒コミュニティ内に二極化を生み出している――スーフィズムをイスラムの最も深い宝と見なす人々、そしてそれを正統から外れた堕落と見なす人々である。

その結果、自らの内面への働きかけへのアクセスを失った文明が生まれている。何百万人ものイスラム教徒が、生きた実践としてのスーフィズムの伝統に触れることなく育っている。彼らはルーミーの翻訳を読み、スーフィズムに出会ったと思い込むかもしれない――しかし、「シルシラ」も、生ける師も、ズィクルやムラカバの実践方法もないルーミーは、道なき詩に過ぎない。 知識は書物に保存されているが、伝承は断絶している。実践者は、仏教やヨガを始めるように、単に「スーフィになる」と決心するだけでは済まない。生きた系譜の中に生ける師を見出さねばならないが、そうした系譜は著しく希薄化している。

これこそが、アブラハムの宗教におけるより広範な解釈において述べられている（表層化）の典型的なパターンである。すなわち、表層的なものによる秘教的なものの抑圧、文字通りの解釈をめぐる制度的な硬化、内面的修行を伝承する系譜の断絶である。しかしイスラム教においては、これはより最近になって、より直接的なメカニズムを通じて起こった。単なる制度的な怠慢や神学的な否定にとどまらず、国家による暴力的な弾圧に続き、イスラム世界全体で組織的に行われた制度的な正当性の剥奪が伴ったのである。

その道筋自体は依然としてアクセス可能である――意欲と手段を持つ者なら誰でも、古典的なテキストを通じて、あるいは生ける師を見出せば直接の伝授を通じて、内面的修行を追求することができる。しかし、かつてその修行を支え育んできた文明の織物は引き裂かれてしまった。スーフィ教団自体も、存続している場所では敵対的な環境下で活動しており、多くの場合、より広範なイスラムの制度的構造から切り離され、国家の圧力にさらされやすい状態にある。 伝承はイスラム世界において一本の糸として存続しているが、もはや文明全体に織り込まれてはいない。これはイスラム近代化の主要な損失の一つであり、かつ「構造上の主張（文明の断絶）」の正しさを裏付けるものである。すなわち、秘教的・神秘主義的伝統は、一旦その文明的な器から切り離されると、中心的な存在ではなく周縁的な存在となり、宗教的遺産の一部として自然にそれに出会う人々ではなく、意図的にそれを求める人々にのみ利用可能になるというものである。



ハーモニズムとの収束と乖離

ハーモニズムとの構造的な収束は極めて密接である。nafs（自我）を通じたスーフィの進展は、Wheel（輪）がghafla（無関心の状態）からtawba（回心）を経て、ダルマ（Logosとの調和）へと至る動きとして符号化しているものを、段階ごとに詳細に展開したものである。latāʾif（微細な本質）は、インドの用語でチャクラ体系が、キリスト教の用語でヘシカストのkardia（心）が表すのと同じ微細な解剖学的構造を写し出している。 Dhikr（ズィクル）は、「在り方の実践」の一形態であり、神聖な公式に根ざした継続的な注意の鍛錬であり、諸伝統が収束する意識の変容を生み出すものである。Fanāʾ（ファナー）とbaqāʾ（バカー）は、五つの地図がそれぞれの語彙で描き出す、同じ最終的な地平を指し示している。これは偶然ではなく、表面的な類似でもない。それは、同じ根底にある構造に対する複数の深遠な探求が、予見されていた通りに収束した結果である。

しかし、相違点については率直に指摘しなければならない。スーフィズムの伝統は、ハーモニズムが採らない特定の教義的コミットメントを掲げている。「タサウフ」は、イスラームの啓示という枠組みの中で機能する――クルアーンは神の被造物ではない言葉であり、ムハンマドは預言者の封印であり、シャリーアは共同体を拘束する法である。 アル＝ガザーリー以降における正統的な表現において、スーフィの道は、特定の啓示された秩序への服従の内面的次元として理解されており、その秩序から切り離し可能な、浮遊する神秘的な技法として理解されているわけではない。 イブン・アラビーのような形而上学的に最も広範な思想家を含む偉大な師たちは、儀礼の遵守と預言者のスンナへの献身において厳格であった。その枠組みから方法を切り離すことは、スーフィズムそのものではなく、その模倣物を作り出すことに他ならない。

ハーモニズムは、イスラムの啓示を、Logos（神の啓示の連続体）における文明規模の開示の一つとして認識する。すなわち、特定の民族が特定の歴史的瞬間に真理を受け取り、それを法、儀式、実践という特定の構造に組み込んだ記録である。その構造の中で、スーフィズムは道の内面的科学である。その構造は、Logos（神の啓示の連続体）がイスラム世界へと伝達された経路として、イスラムの系譜において権威を有する。ハーモニズムはその権威を否定するものではない。 ハーモニズムが行うのは、スーフィの師たちが描き出した地図を、単一の啓示に内在するものではない用語で表現することである。それは、その地図をインド、中国、アンデス、ギリシャ、キリスト教の地図と並置し、それらの構造的な収束を可視化することを可能にする用語である。

これは、スーフィ自身が行うものとは異なる種類のコミットメントである。それより劣るわけでも、優れているわけでもない――単にスケールが異なるのである。 実践するイスラム教スーフィーとハーモニストの実践者は、長い道のりを共に歩むことができる。そして、彼らが袂を分かつのは、イスラム教スーフィーがイスラムの枠組みの排他性を主張し、ハーモニストがその多元性を主張する地点である。その袂の分かれは現実のものである。それを曖昧にしてはならない。共に保持し得るのは、内面的作業――ghafla（無関心の状態）からyaqaẓa（覚醒）への下降、 ammāraからmuṭmaʾinnaへ、散漫な表層からsirrやakhfāへと至る——という内面的作業こそが、これら五つの地図学が総体として描き出す作業そのものであり、いずれの伝統の真剣な実践者も、他方の伝統と出会う際、見知らぬ者ではなく、生きた親族と出会うのだ、という認識である。

本稿の姉妹論文——『タウヒードと「唯一なるもの」の構造』——は、スーフィの地図学の背後に立つ形而上学的構造、すなわちイブン・アラビーの『ワフダト・アル＝ヴジュード』、ムッラ・サドラの『アル＝ヒクマ・アル＝ムタアリア』、そして第一原理のレベルにおけるハーモニズムの限定的な非二元論との構造的収束について論じている。 本稿が「道」の解剖学を描き出したのに対し、同記事は「道」が機能する存在論を描き出している。



関連項目：フィトラと調和の輪, 心のヘシカスト的地図学, 「イマゴ・デイ」と調和の輪, ロゴス、三位一体、そして「一」の構造, 魂の5つの地図, 調和主義と諸伝統, 調和の輪.
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